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i) ，人聞が自己自身で経験し，思考して判断し， 行動することによ って ，学び.J:)'につげるとい
る要である。このような自己自身で学ひ身につける椛験は， 決して他の人ではt}.かわりするこ
kい侍呈不可能なものである。自己自身で学ふ・ことをとおしてのみ，は じめて実生活での人






















ある。しかし ，患者自身の内的な現実の世界を ，来たして理解していたであろうか，真に理解しよう t
努力したであろうかという疑問である。 このような理由から，患者自身の言葉を， 単に倒く (hear)
のではなく，ありのままの意味を傾聴する (listen) ことが求められている。(注28) 






























当教育研究所に辛苦ける教育相談のしくみについては，研究紀要 第五 5策 「子どものための教育相






























































えるのは， ロジャーズの発展させた，いわゆるクライエン トセンタ ード・カウンセリングにおいてであ
る。 J(注 44 )カウンセリ ングは ，知的水準で理解するのではな〈て， 笑感し，経験することによっ







く事例 1> 集団生活にな じめない児童き (来淡回数 15回 クライエント母・子〉
A児(9]子 9才 8か月)は学校では，おちつきがなくて，団体行動やその生活じなじめず，担任教
師も母親も創っている。母親は，特殊学級のある学佼にあげたいと思ったが ，家庭の事情で転校するこ











いという。また ，!Il径数動は ，Ji圭近 ，めまりめだって集団行動を乱すような ζとはないというし，ほっ
としたと話す。
この事例は，子どもの知能が劣るからといって，社会的適応性が劣るとはかぎらないことを示すもの




























































黙がある。ここでいう拡大深化ということは ，意欲的な創造的な営み会さすのである。(注 1， 9 ) 





く事例 2> 幼稚園で乱暴する幼児の母親 (来談回数24回 クライエント母・子)









































〉絵の場合と異なり ，クライエン トが唖しているものは ，絵ではなくて刀ウンセラーという人間で
;とに注目しなげればならない。


































































らに，その後の追試的研究によって，陳述は表面的であって ，時制にはあまり関係がない ，という こと
を明らかにできた。(陳述の内容が，過安うものか現在のことか，未来のととかという時制につい丈は
国語の日常的表現ああいまいなととによるものであろうか。)(注32，33)






強化し ，自己の考えを正当化しようとする場合がある。たとえば， (記号説明 T: :カクンセラーの発
言，c クライエントの発言 ，以下同様)
























クライエン 卜は，しばしば ，知らず知らずに問題の原因を求める結呆 ，どう しても抽象的な表現;乞







ない。さらに ，クライエン トの過去のみならず一切の生活を闘き出すことは，ク ライ エントの心を硬a
させ ，カウンセラーに対する関心をうしなわせる結果となりやすい。
次の事例は ，クライエン トの過去にふれることなく， 学校へ盗校しないことを指摘し批評すること
く，カウンセリングを実飽したものである。
<事例 4> 登校を拒否する高校生 (来談回数9回 クライ エント 本人)
C生(男子 1 6才 8か月)は ，高校 1年生であり ，入学式脅すませただげで，学佼へは乙と 2か
の臨どうしたわけ角、行きたくなくなった。そとで ，父親が心配してカウンセり ングを受けるととを本
にすすめ ，本人は「じゃ ，行ってやろうか。」という穏い気持で置古れた。すでに4回のカウンセリン
ぞ毎週 1回あてにうけ ，その後 ，しばらくは音沙汰なしであったが ，泡鯖で訪れたい旨の連絡があっ
(第5回目の開銀から )
C} r乙乙(カワンセリ ング・ルーム)に来ても ，iJljに話すこともないのだが……， なんとなく
てみたくなった。電話で速絡したでレょう ，...・H ・.ですから来たのです。 J
F1 r来てみたくなったので ，来られた'"・H ・o.J
Cz rまあ，そうですね 何んとなく それに ，家におってもつまらないし，おかあさんの顕在
ているωも，気まずいしなあ一。 J
F2 rおかめさんの顔をみているときまづい気持を感じるのですか。 」
C3 rそう ，それほどでもないのですが ，いや ，やはりいやだなあー。普はよいおかあさんだっ
んだがえよめ ，ー どうレて，まめ ，なんといってよいか……・・。J
(抗黙 2分)




























































われわれは ，子ども ，保護者，担任教師がー絡に訪れる場合には，それぞれのひと りひとりを5;1躍に







経験に対してひらかれている世界がある ということを信頼しているからであり ，クライ エントが現実を
みつめ ，自己自身で意欲し行動して，現実の間i屈を飾決し，新しい創造的な生活をめざす人間本来の本
質を信ずるからである。
<事例 5> 進路の決定に悩む中字生 (来援回数 2凶 クライエント本人)





Tl7 r検査の結果は ，以ょのとおりですが。 J
q ~ r思ったより ，結果はよいのですね， そうするとかなり専門的忽服薬につけるというのでレ土
うか。」
T1 S r専門的脇袋J(はい)r専門的といいますと……・・・」
qs rはりめいのあるような験主義 ，そうですね ，(はい);かなりサラリーがよくて ，働きがいのあ
ゐ，ゐE王り，手のよとれないような…・・。」
(沈黙 4 0秒 J
CZ6 rそうですね ，いま ，現在のわたくしは，そんなことよりも勉強が鰐ーですね。」
Tl9 rあなたは ，いま勉強する乙とが，もっともよいと忠われるのですね。 」
Cn rはい， ぜひとも高佼に合絡レたい。合絡したいと郎ってい主主すわ ，合格してから将来のζ と
を考えてもよいのではないのでレょうか。でもJ(はいJ















愛情についての制限は ，過度の同情や保護はイお存心を起させるので ，カウンセラーとク ライ エY トと
の聞に ，一定の距離を保つことヵ・嘆求される。
とれらの制限の意義について ，アクスライン(Ax 1 i n e ， V. M . ) は次のようにいっている。
「治療が現実に根をおろし ，その関係におげる自己の責任を気づかせるのに，必要なだけの制限をもう
ける。」
クライエントセンター ド・カウンセリンク'がかつて， ノンデレクデイブ・ カウンセリング (Non-
directiv Counseling非指示的カウンセリング)と呼ばれていたことがある。このため非指示










なものであるうが，ヵワンセ りングにおける後悔を伴わない経験は，非常に明かるく て， 未来へ目をむ
けるものといえよう。
われわれは，生きた接触，人間として聞い関われる人陶関係などとカクンセリンク"をとらえているが，



























このようなことから， カウンセ リンクaは，個人的な相談合求めるクライ エント と，その求めに応じよ
うとするカウンセラーとの個人的接触であるといえる。
なJ舟 ，集団カウンセリンクにおいても ，やはり ，その基本的関係は個人的接触である。
2 ) カつンセリ ングは目的をもっ一時的な関係である
ある中学生は ，カウンセリングで，次のような内容の話しをした。



































るが，カウンセリングでは，クライヱン j、自主ftJ"・ロ 山に~とめ必んて話し合う こ とができる。
4 ) カウンセリングは助力的な関係である
ある小学生の父親は，カウンセリングで ，l欠のような内在の話しをした






しかし，なんですな一 ，自分の戸会合くというものは ，君主なゆじがするものですな一。 4
こ 0);'乙 ~I はーさのァ ープか ら， I-j ~r() υ ・してある発見をし.おそらく，ア什Cーかしらの1モv式会エだ
こ とであるう。 伝~:.テー プ0_曲 :<iJl)弘 1凡 ・ ，且仇ωI~!ii :~~ f'_ co..って，_j-I);)dこなうえにす?なIJ j • く二才 毛了 I土「
き-~る人 H お'が白 うJ :1) t告や川しプjはこんtc'，ユ91.、ァのかーたらこうしなげ:;;1.1'な， 1い たとそ
感じたことであ入 ウu
カウン セリンク'は，助力的問併でもあるといわれているじ ことやいう助力的関l与と ;43クラ T ニ;r;、
が自己自身で釘付かなかったことを応じ取り 1 ; j'-侃し， よりよくなるようにつとめ乙ーとをめさず駅伝、
である。(注 8 ) 




「え~;[L民物を L やすい1吉が多くなりつつ￡るように思 九とし Jのは ， )庄ふiにつき正'_c:われ円、二と fア
< ，どんなものが入用かと問われる乙とたく， 予算はいかほとと!日lわれるャ ともなく.押しつけ凡 でL
く史わされないで，栄しく 民物ができる倍がある。さらに， I時にはひと ~'Ð ロをI}i)かずに.i-i4坊がてー:ん
との代表的な1r!:;H， \fI，~・のままのi宝物ができ，その支在、の干:t.'ffj l J2ピド9紛が~1 均し てくれる七 Jレフ・サーと
ス制のスーパー ・マーケヴトである。しかしも氏物会してみて利かしら昧気なさを感ずるものである。
というのは，やはり，時には，刻Uで 3 出すき/こことをしないんぜん、てほしいからである J 
楽しく ~l物t.J;寸じきるという注由は ，ほしい品物を象弓省自身のやりノ〉で選中こ と品て・き，ほしいたげぬ






















q 「うん oJ 
--._ーー...._.. "..・.，・ー . 
% 「いやだなあー，早く出たいよー。」
可 「早く乙の部屋から出たいと思うの。 」





2 5分 .......26分 C12 iぼく ，自動車 ，パスに乗ってきたんだよ。」
T7 iパスに乗ってきたのね。J
q3 iうん。」




3 5分 -3ι 分 可 「わかる長い針が。」
可 「時計が効いているよ。」
q 8 iおかあさんいる，おかあさんが。 J
Cl9 rおかあさんが心配，あちらの部屋で。」





















T 16 rおかあさん。 J
C 36 rl時計がとまった ，針 ，針がうとかない.J 
C 37 rt時宮十が乙われた ，おじさんなおしてよー 」
T 17 rわたしが ，どうしてめげたらよいの。」
4 5分 - 4 6分 C 3& r針が必かない ，とまっていゐ ，と主主って
いゐ。 」
C 39 rわーん ，Vーん ，ぼくf;J:どうなるの，ぼ
くt;J:..…。」
T 1& rどうなるか心配なのね.J 









たとえば ，同情的な例と して ，カワンセラーが ，Carいやだなめ一 ，早く出たいようー」に対して
'r rおかあさんには，おじさんからいってあげるから ，今日はやめましょうね。かわいそうに。 Jと
いった場合であろう。
7 ) カウンセ リングは現実的な側面を含む関係である
ある幼児の母親は ，カ ウンセリングで，次のようにいっている。(その 1) 
「本当に失礼ですが，また ，相談したいと思います。子どもが ，うまくしゃべれないものですから ，
あちらこちらの施設に相談したのです。しかし ，よい返事がえられませんので ，その後は，ほっておい
たのです。あつかましいようですが ，また ，ひとつたのみます。 J
ある中主託生は ，カウンセ リングで ，次のよう に話している。(その 2) 
「おそくなっちゃヲて ，どうも ，テストがあって，すぐくれば間に合ったのですが ，どうも… oJ 
カウンセリング笑施ょの制限については， 1 4頁にすでに記述してあるので ，説明は省略する。
(その 1)は ，クラ イエント 自身がとらなければならない「カウンセリングの過程」についての責任
である。(その 2) f;l:， r時間的制限」についての責任であり ，カヴンセリンク'の時聞は厳守し ，予定
をのぼさないということである。とのほか行動や愛情についての制限があるが，これにヲいては ，われ
われの経験では適切な例をもちあわせていないので省略する。
これまでの記述のまとめとしては，次のロフャ ースの助力関係(helping relationship) 
に関する考え方でつきるように忠われる。





の人が ，そのうちのひとりあるいは双方に ，個人の潜在的 ，内部的な可能性を ，もっともよ五理解し，
もっともよく 表現し，もっと機能的に刺糊することができるようになることを目ざしているような調係










以下 バーソナリテイ全人格という〉とその治療的な変容 (change) に関するものを中心にして述
べてみる。(注 3， 1 9 ) 
なお，カヲンセリングの理論を理解するにあたって，カワンセラーあるいはクライユントとして，ヵ
ワンセリングの実践的経験をもちあわせているならば，なお一居容易に理解することができると考える。









異なって，カウンセラーは治療的な一定の条件を備えればよいというのである。 第 Zに，カウンセ リン
グの理論は ，人間の自己変容や改浩あるいは自己教育や修練のその過程にも通じるような， 本質的な人
間の存在とその形成(生成)の過程を科学的に明らかにしようとするものであり，最近この分野の研究
が噛んに行なわれている。 第4に，第 3の発展的な研究の方向と してカウンセリングの理論が，人間関
係の改善とその過程や結果に関し ，有効な理論であると考えられ，その適用の範囲を精神病(主に分裂
病)，教育と学習 ，集団 とその指導などに拡大されて応用研究が盛んに行なわれている。 第5に，カウ













1 9 4 7年に，彼はレイ ミイ (Raimy V.じ.)の研究(真の人の行動を統制するものはその人自
身の自己知覚をとおして形h比された自己紙念である。人の白己知覚はその人独自なものである。受容的
場面をとおして自己桜念は再構成される，など。〉から影絵をうけ， t 9 4 7年の論文「人格構成につ







ないような条件をととのえる乙とである r (正 23 ) 


















己概念は改訂される。(主主 11 ) 
との理論は，知覚とその経験を左右する向己枇念(あるいは内部的慾拠枠)を極めて重視するもので
あるといえる。



































1 9 5 8年，アメリカの精神的健民と疾患の委員会の報告に，積極的な精神的健康の基爺が示してあ
る。この基準は ，ロ ジャーズ博士のいう心理的i盛氏、の状態と一致していると思われるので，1)えにわかり


































/ヂ怠必的知ji(Awareness )→ 脅威と防尚 一l
自己と凶 ω不ー 致(Inco噂・uence)て !経験附してとざされる





主我(1) ~~ 〆 I r自己砧;念(Self-concep七〉あるいは {知 %す る i 
〈ιz4ωめ，!恥F拘めら帥れる州凶断係ω)~"?j矛;占ゐ 自旧己(Sel幻fり)Iハi内叩郎約榊準判拠蜘粋〈υIn山
客 説沢〈仰川〉 必.v- 弘机は .とい |いl(ω私は川，/J川 ，考杭え a交鮒けと凶め叫る批とい吋う乙はと) (弘加tは削1日由川りたい〉川i経 験 す る川| (~~.. ~ ， ~ v') I - ---. --- -- ， -• ，_ -， I -=. -， I
いえるもの ノ I l σxp自rie即日1)J 
ー〈心楼c.&応) -~意訟(fj担!瓦 ( Awareness) 一般のは_..-











t 9 5 7年に，ロジャーズ怜土は「治般におザる人格変奔の必袋にして，じゅうぶんな条件 The
Neccessary and Sufficient Conditions of Therapeutic Personal-









最小限度は知覚していること。(注 38 ) 
特に重視されるカウンセリングの条件(3)(4)(5)について，説明すると
A) 白己一致している状態










うつありのままの状態で知覚することである。デュワィ (Dewey )やバト ラー (BuLler)がい う
雨」く内悩する (prizing) とか尊重ということである。クライエントが表議するいかなることにつ
いても ，迷わされることなく ，人間尊重に尊かれている肯定的関心を持ち続けることである。 クライエ










































































与L上の目標を達成するための進本的左，最も不変的な ，i良・も重要友技術が，桜IL;剖~技術であ 9 ，と
れには，館単な受容，内容 の存陳述 ，沈黙，感情の反r:A:，感情の明瞭化などがある。













型でめるように考えられるが， しか しそれぞれの技術はカ ウンセラーの是正本的餓度のうち，特にどの限
度をより多く，より適切に伝遺するかというとと令比敏考祭すると，傾聴を表現するととに重点がおか
れている主交術と共感的五理解を伝還するととにm点がおかれている技術に大別するととが可能である。
次κ，以上κ述べた 5つの技術の内容と機能ならびκ笑際K用いる場合の留意点をカ ウン セリングの
事例K基づいて述べてみる。な$~ ，とれらの諸技術は，それぞれクライエントの発言Kいかなる影響を
与えるかという問題，また傾聴を表明する技術と共感的理解を伝達する技術とは，カウンセリングの過










r惑いととろは 臼分で伝お して…・・気がついたリね伺 (T1 1;1:ぁ 〉 乙の凶ね，ときどきね，ゥ
ジ言ったり r・h ・.( 1'2 ええ) それから何か変位ζ と言ったりしてね， ( 1'3 うん) 今 後友
だちに s乙ん令ζ 」ゐったら，もう怒ら々いから泌滋々く言ってくれつでたっているんです。
( Tj あめ，そうですか) 自分でもね ，( TS うん ) たしかにどとがよ添いというととがわか
ってきたのです。その必いと考えるととうとPなおそうιしているのです。 C1'6 うん〉
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事例1vCかけるカワンセ ラーのすべての花、答は ，i簡単な受容」であt ，とれは ，ク ライエン トのど
ん念発言Uても熱心κ耳を傾け，それを尊重し， 受容しているカウンセラーの態度を表明しているのであ
る。しかし ，カク ンセラーの応答内容が非常κ単純であるため，言語表現のしかたや非言語表現(表情
.身ぶDなど 〉のしかたによって ，クライエン トの発言に対して ，肯定あるいは否定 ，不信るるいは非
難をあらわず恐れが多分に存在する。
たとえば ，カウンセラーが 「ある ，そうですかJ(引〉と応答するとき，首を傾ける身ぶりをするな
らば ，それはクライエン トK対して否定・不信を表明するととKなる。言え1'6 の「はるJv<:よって，
一 一 三! -ース




2) 内容 (T' 再陳述
とれは ，ク ライエントの発言内容をそのままカウンセラーが繰b返す技術でるる。 r要するに……で




まず ，第1κクライエントκよって陳述された彼をと Jnt<家庭 ・学校-社会念どの環境諸条件がる
げられる。たとえばrs人家政ですが兄は病気で入院中です:Jというような発言でるる。





したJr私はきのう父と口論 L えんですJ というよ 5 な発言は ， それぞれ~観的事実をそのまま陳述し
ているよ うに受けとれるが，しかしとの事笑が，クライエントをと!J'i(多様な事実のうち ，特vcクラ






ントの感情を推測して応谷するととは ，クライエン トに燈抗感を抱かせ ，彼の自己茨現や自己洞祭を促












c:! iなにしろ内気だったものですから，ぉ友だち ってものができませんでしたね。(はあ) いま
でも，まあ，いつもぐずぐずしています。 J
T2 rいつも，ぐずぐずしているのですね。 J
C3 rそうですね・ H ・H ・-・でも家にいますと，わりあい妹と元気にやっているようですねo (はあ)
ですけど・…・学佼というとまた，別なふうに考えてしまうんですね。 J
T3 rはあ， .，.・H ・-・家でやってくれるように ，やってくれればと考えて……J
C( rええ，そうなんです。 ζれも私たち共かせぎ夫婦ですし・リ・…・あの ，世話してくれたお手伝い
さんが，非常におとなしい人だったものですから。 J
T4 rお手伝いさんが，非常におと令しい方でいらっしゃった。 J
esfいちがいには，言えないんですが。それだけが原因だ往んで。・H ・H ・.J 
T， ，Tt ， T3 は， r内容の再陳述」である。カクンセラーのとの応答は，クライエント陀否定的感
情 ((りや肯定的感情(03)の陳述を促したばかDでな(，彼に自分の発言内容は，誇張しナぎたもの
であ.!?( 03) ，また他人に責任を転誠しようとするものであるとと(05)を気づかせ ，反省させる働き
があったと考えるとともできる。とのよう陀「内容の再陳述」は，クライエントの自己理解や自己洞察
を助け，また，彼の自己表現を促進するので，カウンセラーの共感的理解を深めるのに役だっととが多h。

















クライエント の沈黙の内谷はだいたい次の 4つK大別できるo' (注13， 1 4 ) 
① カクンセラーに自分の問題を陳述したいが，自分の考えがまとまらず ，明確に しようと努力し
ている場合
② クライエントが，話すととも一段落して，カウンセラーの反応をすってhる士会合
③ カウンセラーの積極的衣働きかけ〈忠告・ 指示 ・是認 ・激励 ・診断 ・解釈乏ど〕を要求してh
る場合
③ カウ ンセラーに不信 ・抵抗 ・攻撃を感じて.:1'9 ，話 した(;7tr>気持ちが明瞭念場合





C1 rなるべく私も朗らかに ，明るく過ごそうと思っているG?ですo (はあ) もう ，ずうっと実行
しているのですが-…・J
Tl r明るく朗らかに過iごそうと思っているのですね。 J
C2 rええ ，私と してはね，なんときって止ヤか・・
一一一一一一 沈黙 5分 20秒『一一一一一
なんだか (ええ ) よく時間中にね，なんとい.:5;(1"" .'.よく先生がね ，(ええ 〉 私にね，
胸にさきるようなととが ，私iこではなトんですが Lええ 〉 時間中じ話される乙とがあるん
です。(はめ )…-・・・泥俸するものは人閲のくずだなんできうのですね。(うん〕 そういう
時には ，私に奮われているようr.-"~がして ， (うん) そして……しずりよいうんじゃぽいけ






一一一一一一一 法黙 5分 11秒一一一ー 一一一一一
1'3 rそうすると， ・・…まあ ，なんと色うか…・・….J 
C4 fはあ ，私は盗んだ令んていうことはないんですo 後略 J 
上に述べた事例の中の ，第 1の沈黙(5分 20秒 )は ，どちらかといえば ，①の場合であ!J，カウン
セラーの沈黙はクライエン 卜に彼の考えをまとめさせ ，また彼K自己表坑を促していると考えられる。
というととは， 02 の長い発言とヌまっていることから判断できる。このような場合は ，クライエントの
自己表現や自己洞察の過程がまさに進行しつつあるのであ !J，カウンセラーは ，む しろその流れをじゃ
まするよう念発言はさ しひかえるべきであろう。
主 2の沈黙(3 5秒 〉は ，クライエントが話すととも一段落してカクンセラーの働きかけをまってい
- 3 1ー
る場合であ 1)，②るるいは③いずれかの場合であろうが，どちらかといえば，②K近いと考えられる。
したがってカクン-(!ラーは I r簡単vC受容」しただけで， 3 5秒間も沈黙していえととは ，次の 仁感情
の明瞭化 」 を閣のねけたものにしている。 ζの場合はも っ とすばやく n~儒の明瞭化」をすべきでるっ
たと考える。
第 5の沈黙(3分 11秒)は ，カクンセ ラーの同情や是認を重っている場合であろう。しかし刀ウン
セラーは決して同情ゃ是認の銭度を表明しない。との事例に訟hては ，r非指現内り トー・」でクライエ
ン トに彼の気持ちを述べるようにワ ードしているが ，とれが契機となってク ライエントの陳述(C4)が
ま台まっている。
「なにも話すととはあDません」と言って沈黙をまも !:J，カクンセラーに対して不信 ・底抗・攻誌な



















では，反映や明瞭化の対象となる感情とは ，どの ζ うな内容 r.'-機能をもつのであろうか。宮城音弥氏
は次のように説明している。(注 27 ) 
精神生活〈行動〉
感情的側面 知的側面














C1 iまあ，子ども教育という乙とも ，商人なもんですからね，.(はあ) まめ ，たいして偉いもん
にし生くてもいいんです。(はあ) 普通の読み欝きができて ，世間に迷感ぞかけとEいように
まあ，普通な人聞になってくれればいいって・…..J 
T) i平凡な人間でもよいから ，他人に迷感ぞか，けない人間に仕ってもらいたいのですね。 J
C2 iはあ ，そうでございますo 子どむの知能があんなものですから ，まあ期待したととろで ，(は
ぁ) どうにも位らないんですから。 」
T2 i期待しても ，どうにもとよらないとお考えなんですね。 J
C3 iええ，… …ー・子どらの官官刀6こ応じまして ，串はり ，(はあ ) 親もね，あの，そういうふうに
考えるわけでござい去す。(はめ〉 でも能刀が劣っているのですから ，それだけに ，cは司
努刀ってととも・・ ・・ ・・・・・子どもにがんばらせるζとが大切なんで しょ うね~ J 
T3 i子どもに努力させると とが大切だと恩われるのですねの j
C4 iかえって ，あんまりそういうふうにしますと ，まあ性絡っていいますか ，(はあ〉 すなおで
なくなるのではないかつて ，(はあ〕 考えるとともめるのですが。 」
14 i処理させないで，す伝おな子ともに育てていきたいと・ ……・」
Cs iそうですね。(沈黙5分P秒〕 まあお休み中も ，自分で国語の漢字の練習なんて言いだしま
したから ，(はめ〉 本人の好ぎな万法でやらせま レて， cはめ〉 本人がやっとそれまで考
えたのですから ， (後日告)J 
上の事例の中のカウン七ラーの応答は，いずれも感情の反映と考えられる。しかしT1 ， T4は，単に
「世間κ泌惑をかけない人聞に在ってもらいたいのですねJrずなかでな くZとるのではないかと{;直己さ
れるのですね」と応ずるのが ，r感情の反映Jに最もふさわ しいと考える。というのは ，r平凡な人
間でよいから Jとか「無理させないで」という応答内容は ，次に述べる 「感情の明瞭化」に近いもので
あるからである。 T3 i2):応答はクライエントによって表明された 2つの感情のうち ，1フの感情(子ど
もに努力させるべきであるという感情〉に応じただけであ J ，もう 1つの感情(子どもの能力K応ずる
べ芭であるという感情〉を完全に無視している。葛藤するい 〈つかの感情が表現されている場合 ，その



















ている限bでは ，たとえふじゅうぶんであっても，クライ エント 月身の訂正をとb してカウンセリング
が展開してい〈とともあるが，それだけにたよっていると共感的理解へのカウンセラーの努力が疑われ
カウンセリングが停滞するよ 5になる。
「感情の明瞭化 」 が ， クライエントに対する受~的，助力的関係にないて適確Vて行念われるとき ， ク
ライエン トは，よ bいっそう深ぐ自分の感情をみつめ y 自己の不一致な状態vc気づき，よD高〈統合さ
れた人格に近づくであろう。
事例 5 
C1 i作目， H先生によばれた時にもね， cうんJ ぁo，またなにか惑い乙とを したかなと思った
んです。 j
1'1 iなんとなく不安になったんですね。J
C2 rは L、，勉強している時に ，よびだされましたから。 〈うん〉 いろいろ考えてみたけど ，別に
ウソをついたおぼえがないんです。(おぼえがないー) 何かと思ってH先生に聞いたら，家
からの唱話で したが。 J









Cs rそして ，まあウソついていたらね ，(うん) 人の物に手をだすようになったりね， (うん〉
しちゃうと困るからなんとかもう，そとまでいかないうちに直したいと思っているんです。
(うん〉 もしそうなっちゃってからaすのはたいへんだし……j
1'5 r今 のうちになんとか直してしまいたいので寸ね。 」
C6 r母も，ずい分やかましくきうのですoお前はヒネクレているって……(はめ) まあうちのも
の とは，めまり話したくないので，胸の中にしまってね ，(うん〉 そして，そのままずっと
過ごしてきて。(はめ) うちあけて認した方がよいんでしょうね。 なんでも…… だけど顔を
めわせると， (うん) なんとなく話したくなくなるんですが J ..，.・ H ・.j
1'6 rなんと往く，錯したく信いんです ね。 J









'fsの応答は， 06の発言の中K述べられている 2つの感情の うちの ?つの感情K応答しているが，と
とでは「うちあけて話した方がよい」という気持と「左んとな〈話したぐ 念lr>Jという気持の葛藤の存


































一方的 ，公式的にカウンセラー自身の見解をクライ エント 氏治しつけるのは，彼vc冷淡念印象を与えた













T2 rさあ ，どうぞおかけくださいo J 
O2 rはい ，どうも・…・ J 
T3 子ともに， iほくろキん，おもちゃがたくさんめるおへやがめるんだよo 乙ちらのおじちゃん
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と遊んでとなし、かね。お母さんは ，ととで私 とお話ししていますから。 JC子 ども盆外へJ
お母さんに， rどん公開岨で しょうか。 ζ ちらでは ，お話しされたととは s絶対に他人にもらさ
/".J:いさまりにな っていますから。 」
C3 r ~廷は，めの子が落ちっさきがないので・・・… ...J
ー一一一 主訴を問主主終わってから一一一→ーー
T4 rとち らの相談室のしくみといいますか ，やりかたといい玄すか， それぞお轄ししますと， ζ ち
らは診断とか忠告とかが中心ではないといいましょうか。それは ，お母 さんがたの希望 があれ
ば知能テス ト中性格テス ト令どを実施し，あらわれた事実についてお話しします。 しかしお陵
者さんのようにですね ，私からなにかとう ，そとはとうとEんだとか，ととはとうしな くてはい
けないとEどというように，私からすべでの島草答ぞ開きだそうと思っておいでになると失望され
るかもしれません。まめ子どらさんに直接に接して愛育されるのは，お母さんがたですし，そ
して人間の心 の世界とい うものはI倒概を扱うよ うに簡単にいきませんので。それでまる ，その
お母さん自身の心 の 申 で ，どういう形が子どもきん心 も，お母さんにもいちばん望ま しいかと
いうととをお考えい ただくうえに ，私どもが少しでも力になればというととを考えて・・・・・…・ま
ぁ ，今すでにお話しいただいたように ，ど自分で取り組んでおられる ζ とをお話ししていただ
ふ
ければ，それにそった形で私もー絡に努力してい きたいとい う湾えかたですo と とでとうや，
て，ふたり でー絡に考えて，よい解決法を見つけるために， なにかお役にたちたいという気事『
ちなんです。それから，お約束の時間以外はお会いでき伝い というととです。お約束 した時 間
中は ，と自由にしていただいていいんですo 乙ういう乙とを言えば失礼にあたるとか ，惑 いと
か ，そういう乙とはなじも公いのです。 気楽に令んでもお話し していただいて結得です 。 ζ れ
が乙の相談室のやりかたといいますか ，まる規則みたいなものなんです。 」
与L上は，保護者が子どもを同伴して来所した場合の場面・構成で ，初日の面接の中頃 (主訴の終了後)か
ら笑施したものである。 ζれはー義者が しば しば用凶る方法で あるが ，まずクライエントの訴えを履かぐ
受容した後の場iHI偶成であるから，比較的自然にクライエント IZ:受けいれられていると思われる。
事例 7 
T1 rおはよう ，さめどうぞ。 J
Cl rおはようございます。」
Tl r今 ，1 0 a寺を少し過ぎたけど ，1 1時まで時聞をとりま レ ょうかo C君の好きなとと を自由に
話してでいいんですよo (はあ ) まあ暴力だけは禁止 されていますけどo (笑声) 玄di>，
C君の考えてい る ζ と ，図っている ζ とを一緒になって考えていきたいと思っているのです。
C1雪1J~考えるうえに私が少 しでも刀になればという気持ちなんですよ 。 J
事例 8 
C1 r /".に 話したらいいか闘ってい るのです。 J





1'1 r揺すととがないような'"・H ・.(ええ ) どうぞ ，自由にしていていいのですよ。 J









① クライエントが質問を発せずVてはbれたい気持ちを受容 し，それを反映 ・明瞭化ナる場合
② ①で述べたクライエントの気持ちを受容し，反狭・明際化したのち，場面構成をする場合






























「ちょっとよ〈わからないの.でナがJ rと・いうと..，... J 
「そうナると……まる……なんというかJ r今日はどうですか」
「どういうよう衣感じがするのぜすか」









事例 1 0 
Tl rでは ，ちょうどお約束の時聞になり ましたので ，きょうは乙の辺で..，・H ・-・(はい) 乙の次は
どうしましょう。 J
Cl r来週の火眼目はどうでしょうかo J 
T2 P経過の火砲日ですね。………よろしいです。きょうと同じ時間にしまレょうか。 J
C2 rそうですね。 ………そうしてください。 J










C2 rはあ，長い間どうもありがとうございましたo おかげさまで ・ー・ー ・。」
T2 r ¥、ぇ，いえ sお母さんがど自分で解決されたのですから・・・ー ・・・。今後， ζ 与らへ相談にきたい
と思われたら ，((まあ) ご述絡くだされば ，ごつごうのよい日をとりますから。 J
クライエントがカウンセリングを継続する意志がないとか ，ζれでじゅうぶんだという場合に， カウ
ンセリング関係が終結されるが ，もしまた相談したい場合は，事前陀連絡すればよいととを告げてなれ
しかしカクンセラーが ，タライエン トは独立して自己尖務への道に踏みだ していないと判断した場合は
その判断を卒直κ伝えるのも 1つの方法であるが ，いずれ陀せよ継続か否かの決定は，クライ エント の
判断に言かせる。
3 カウンセリンゲの特殊な技術
特殊没技術には ，r質問Jr:是認と激励Jr解釈Ji忠告と説得」左 どがある。 ζれらの技術はとれ


























らば ，それは必ずしも排斥されるべき ものではないであろう。たとえば母親が子どもKついて， 肯定的
感情や否定的感情をまじえて ，いろいろの問題を述べ ，カウンセラーが彼女を理解するζとが困難な場





2 )是認 と 激励
との技術は ，クライエントが自分の考えや行為K対して不安1.t.気持ちを抱いている場合 ，情緒的な支
持を与える技術である。内向的でかた〈なっているクライ エント K対して，彼の考えや行為に明確な支
持を与えるととは ，彼の不安定左気持ちに安定感を与え ，努力への意欲を刺激し ，発言を活発化するの
に効果がある。 しかしとれ陀はカウ ンセラーの指示的，権威的厳度が強〈あらわれるので，ク ライエン
トκ依存的感情を辛子とさせ，カクンセラーに責任をとらせる転移現象を招ぐととがあるので ，乱用され
るべきでは左レ、
~j;>クラ イエント カ:左した撃がらκ対するカクンセラーの支持を ， 是認 ・ 激励と し，クライ エン ト の
自己評ー価や自信をうけるうた !J.~fc.彼の問題を過少評価して ， i皮の悩みを軽〈 したbするととを再保
証と して分けるととも可能であるが ，いずれもクライエン トを激励し ，またその方向Kもっと努力する
ようκ励;tナものである。したがって以上の2つをあわせて是認と激励とした。
例 ・是認と激励





述べられた事がらを分析し総合して ，問題の原因 ，関係 ，意味などを暗示したり，またに ，はっき D
と指摘ナるカクンセラーの応答である。 rぁ1j:たがそうしたのは ，ζ ういうわけなんですね」というよ














4) 忠 告と 説 ，得
クラ イエントを説きふせて，カウンセラーの考えを受けいれさせようとする技術である。








































過程κコいて，次のような 12の特質的段階を提示した。〈注 37) 
(1) 個人が助力を求めにやってくる。(クラィエン卜が自宛的にやってくるというととは ，彼がその










(6) 力ウンセラーは ，否定的，⑮情を受容したと全く l吋じ餓度で， ζ の肯定的感情を受容 し，明際化す
る。










序にしたがって述べたものである。したがってクラ イエン トのそれぞれの顕著の反応は， 1 2の段階陀






与L上の過程Kついては，スナイダー教授の研究(注 4 )によって裏づけられているが ，との研究に
基づいて追試研究した結果について次に述べる。
A 統計資料に基づくカウンセリングの過程研究一一追試研究一一
次の表は ， 1 口事例について ，それぞれの事例のカウンセ リングの全過程をl~間的(Il~ l 分f;i. ~>ら第
5分部までに等分κ介け，各介部に沿けるクライエントの発言を ，スナイダー教授が提示したクライエ
ント範ちゅう( 頁多照)κ基づいて分類し，その額数とパーセンテージを示したものである。
第 1表 カクンヒ リング過程の5等分部K辛子けるクラ イエント発言
三葉 問題の叙述 F矛Rζ 企nャT 理解と洞察 計画の話LA炉 その他 守 |額数 % 頻数 % 頻数! % 頻数 % 顕数 % 損数 l
T 554 48.1 385 33.4 26 2.2 13 1.0 173 15.3 1 1 51 
2 588 45.2 523 38.8 71 5.4 29 2.1 1 12 8.5 1323 
一3 565 44.8 454 36.0 1 0 1 Z9 26 2.2 1 15 9. 1 1 261 
4 397 38.7 401 39.0 1 1 8 1 1.8 19 1.9 96 空6 1031 
5 246 30.1 31 1 38.1 143 1Z4 35 4.1 84 10.3 819 
計 235日 2日74 459 1 22 580 5585 
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第 1表によれば， i問題の叙述Jの範ちゅうに含まれるクライエント発言の出現率は ，一貫して徐々
に減少しているが I r理解と洞察」の範ちゅうでは ，カウンセリングの始めから終わDまで一貫して活
力日して;I;'!J，i計画iの話しら凶」の範ちゅうでは，第4分郎を除いてi首加官示している。
すなわち全体をまとめて述べると，
① カウンセリングの初WJV'C;1;'いては ，ク ライエントの問題の叙述が ，クライ エン トの 48%を占め
「理解かよび洞祭Ji計図の話しあいJの発言は非常κ少ない。
② 中期κいたると ，f1笥題の陳述」が徐々に減少し， i理解と洞察」の表現が徐々に増加する。
③ 後期にほ ，i言十画の話しあい」が地方日してぐる。
という ζとが言える。とれはロジャーズ博士の提示したカウンセリングの 12の段階のうち ，最も重
要左段階が，上に述べた 3ヲの頂点IZ対応され待るととをあらわして正予]:J，次のようにまとめられる。
否定的感情の表現→ 肯定的感情 ・自己洞察 → 積極的行動
問題の陳述 一ー一一歩 理解と洞察 lー ←一一+ 計画の話しあい
以上のようなクライエントの人格変容と関係するカウンセラーの応答は次の第 2表のとなタである。
第 2表 カクンセリ Y グ過程の 5等分部に沿けるカウンセラーの応各ー
主題 リー ドをとるもの 非指 η主的 指示的 その他 言十頻数 % 指数 % 頻数 % 額数 % 頻数
1 30 3.5 682 80.1 32 3.8 10 7 1 2.6 851 
2 21 五1 531 79.5 1 5 2.2 1 0 1 15.2 688 
』ー一一
3 16 2.4 563 83.日 12 1.8 82 1 1.9 
4 14 2.6 499 84.4 1 0 1.7 68 11.3 591 
5 18 3.1 505 83.7 1 9 3.9 6 1 9.3 603 
計 99 278[， I 88 4 1 9 3386 
~; 2茨は先κ述べた 10，事例κついて ，それぞれの事例のカウンセリ ングの全過起を時間的κ第 1分
部から第 5分部までに等分に分け ， 各分~ß(r'.j;，けるカウンセラーの発言を ，スナイダー教授が提示した
カウンセラー範ちゅうに基づいて分類し ，その頻数とパーセンテージを示したものである。
との涙κよれば ，カウンセラーの応谷:の大部分は ，非指示的範ちゅう(簡単な受容 ，内容の繰b返 し
感情の反映 ・明瞭化)κ属し，リードをとる範ちゅう(場面総成，非指示的リ ードなど〉や指示的な範






る乙とがわかるが ，クライエントの問題の叙芯の減少 ，計画の話しめいの増加という点では ，スナイダ
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一教授の研究に ，より顕著な変化があらわれている。
第 1 図 第号図








一一一感情の明確化 一 一 一 簡ー単念受容
分部1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
一一一問題の叙述一一ー理解がよび洞察
一場面構成 一 一一是認と激励 一計画の話 しあい














「カ ウンセ リングの終了Jrカ ウンセ リング関係の終結Jr問舗とは無関係主主ものJr社会的
タ会話Jr分類できないものJなどで ，ク ライ エ ン トの主要な開館とは関係がないと思われる
すべての銘きを含む。










流墜を防ぎ ，非常に無理脅 して産んだので，知飽が低いのもやむを得ないととであ り，すべて私の責任




f主人は ζ の子どもをimむととに質成しておき伝がら少しも世話Eしてくれな い。姑さんもとの子の妹
ばかりかわいがっている。 たしかに妹は活発に遊ぶが ，乙の子は ひとりで外へ遊びには絶対にでないし
何思ぞやらしでも妹にかなわない。それで友だちもぜんぜんでき々いし，学校へ入学させたらどうとEる
でしょう。無理して産まなければよかったと，子どもの顔をみるたびに思います。 J






















で説明したとおりである。乙のグラ フの第 f分 都を除い












また血波検査もしてみた '¥0 いずれにしても，とら しめのために ど乙かの施設に収容してもらいたいが
この辺に孤児院は令いでしょうか。 J































笑単語者ーに基づいて解説されているだけである。と h うのは中盤戦は相手のさ しかたにより千変万化し ，
とれがすべての場合κ適合する最良の方法だという定跡を発見する ζとは非常に難しいからであろう。













もし最初の対面ーで，ク ライエン トがカ ウンセラーに対して，あるいは相談室の雰囲気牝対して不快走
感じを抱いた場合Kは ， 両者の問に親密念 ， 信頼的な関係を形成するのに障害と~ !J ，刀クンセリング
を嗣調に進めるととが困難になる。したがってカクンセリジグの開始Kあたって，常κ自己とその周囲
κつhて自己評価し，ク ライエン卜 に自分は歓迎されているという感 じを与えるように努力し左ければ
走らない。 とのために，新しい友人陀あえて嬉しいという誠実在態度がいつでも自然にあらわれ乏けれ














かとh うととである。しかしラポ トー はカウンセリングの進行とともκ深まるのであ !J，ラポートが形


















f'ct.>Vlても，絞らがそれまで経験したように ，I訊問・訓戒 ・説得 ・強制されるであろうとい5先
入観念をもっている ζ とが多Vlo とのよう ~;:7ライエント VC ，カウンセラーがいきなタ彼の問題





















は ，ラ ポートが高まると ，r実は，性器をいじる〈せがるbまして……」 というように変わることがる
る。クラ イエントの其の悩みが，自己の劣等感や性えとどの深刻2問題であ9，表現するのK強h低抗が



























































① 生育歴 ・病歴 ・身体症状……特に精神病や器質的障害の疑いがある場合は，詳しく聴取する。
② 発育状況 ・返動機能・・…-…視力や聴力など








κ注意し， それを彼の準拠枠から理解し ，カクンセラーとクラ寸エン ト相互のfらうに感情の交流がじ申 5




なな受理面接の担当者も 3 常(1( ク ライエントへの尊敬 ・ 受~ ・ 共感の態度をは持 し， それを伝達する
よっに努めなければ左ら攻いζとは当然である。というのはζれが次のカウンセ リングの基礎と在るか
らである。
2 ) クライエン トが悩みを話し始めたら
ム グライエン トの陳述を傾聴し， 受容する













カワンセ ラーの発言が簡単であるため，抑揚 ・問るいのとり方 ・緩急 ・頻度;などの言語表現の しかた
や表情・姿勢・動作などの非言語的表現のしかたによって，クライエントに与える感じが非常に異なる
ので注意を要ナる。 r私の言うことは，関心をもたれている Jr私は信頼され ，受け入れられている 」































練述を傾聴し，理解するだけではな<，クライエント 自身がカ ウンセラーによ って理解されているζと













にたずねるべきであろう。またカ ウンセラーの 「感情の反映 Jn感情の明際化」の技術によって表明さ
れるカウンセラーの共感は，必ずしも正し〈クライヱントの感情をるらわしているとはかぎらないが，
とのような場合でも，必要かつじゅうぶんた条件さえ存在すれば ，クライ エン トが訂正しながら ，力ク
ンセリングを進めるととが多h。
要するに，カウンセリングに会いて最も重要なものは， r技術」 ょ D も rfÌ，.~lftJであるというと とで
るる。クラ イエン トを信 じていないのに ，信 じてhるζ とをあらわす筏術を用いるζ とは ，単tてその効








一一一 沈黙 3 .3分 40秒 一一一一一一




T2 r K夫さんのような子どもさんといわれますと。 j I T2 は非指示的リード。乙の
C
3 
iはめ (笑声〕 勉強もしないよう伝……J I応答につづくクライエントの
T3 f勉強もしない子どもですか。(はい 〕 そういう万もやはり !発言の過半数は ，問題の叙主主
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相談にみえますから，たく さんか少とtいか，そのへんはわ | でめり，ついで理解や洞察の表
かりませんが ，やは りおられると いうととですね。 J 現となる。
一-a黙 2 5秒 一一一 | 乃は情報提供。寅間に対する
C4 r.5長年だったですか， 5年生のはじめ ，そろばんへ行きます | 応じかたは騰しいが，乙の情報
なんて言って，少しばかり行ったんですね。(笑声) 健供は適切であり母親に安心強
(はめ ，そうですか) 1学期行ったんです。(はあ) I を与えるとよもに，子どもの間
そしたらね，やっぱし帰ヮたら遊ぶ峻が役いんだって ，ど | 慰の際注を促進させている。
うしでもやめたいと言っていましたが ，夏休みがあるで し
ょう， cはあ〉 そしたらはえ行きたく な くなっちゃった
んです。そしてやめちゃったんです。 〔はあ 〕 また今度
行きたいなんて言 って(笑声)Cはあ〉 行きたいって寄
ってたら行かせなさいってお父きんが。 J
14 rはあ，1{夫君がもう T回そろばんに……J I 14 は内容の蒋陳述。乙の技術
Cs rええ，行ぎたいときってけ邸、，まめ，よくわからないけ iは，クライエントに問題の叙遮
れど，行きたいんだか ら ，(はめ) 行かせた方がいいと | 受容 ，題解や洞察などの反応を
思っている・…"0 J I おとさせることが多い。乙の場
15 iお父さんはそれについて賛成なんですね。 J I 合は ，受容の表現や理解や計画
c1; fええ。 J I などに関する陳述がみられる。
一一一一 沈黙 5 1秒 一一一一 I 1S は直接的質問。クライヱン
「きのうも学校ぞ休みましたんで寸 。 (ほう) 学校へ行く | トによって，すでに述べられて
のをいやって， 1月にも?度くらい， c笑声)(はめ) I いる事がらを ，もう 1度確認し
先生が学校へ来たくないと言ってもつれて乙いって ，そう l ている。
宮いζEさる ん です。阜でもつれて乙んばいけぽいって。そ
うでもしないと言うととをさかないって(笑声) とれか
ら ，まあどう して……〈数諮不明 )J
T6 r今年には い って ，1月にい っぺんくらい・・・・J T6 も内容の湾I県主lSo との応答
C7 rいっぺん くらt'，いやがった。(いやがった〕 はい，行| もPライエン長に子どもの間路
きたくないって，いつも学佼へ行きたくないんだろうけど ! を際活させている。またわずか
Lはる〕 行きたくないって言ったのは， (笑声) はあ | ではあるが，理解の表現もみら
…… J I れる。
T7 rお父さんは，叱りなさる?J I T7 I立高銭的質問。クライエツ
C8 rまる，行かんばならんと…… J I ト ，直俊的な質問に対して単
TM r行かんばならんとおっしゃる。 J I 純に受容する応答を表明する乙
Cg rはあ。 J I とが多いが，また問題を陳述す
一一一一 出黙 1 5秒 一一一一一一 | る乙とも多も、。レかし恋鮮や計
「で……なんだか具合が怒くて，少しかぜぎみなんです。そ| 函に関する叙述は少ない。
んでまあ，くしゃみがでて，どうのζ うのって ，まあ半分 IT8 は内容の再係主主。 ζ 乙にお
行きたく ζ:いものですから，それ心かとつけて，やっぱし | いても，クライエントは子ども
行きたく信いんで，具合が惑いなんできい去して， (は託金| の問題壱隊総している。
そうかといって ，ζ の程度でめれば……(数諮不明)J 
T9 r 1月にいっぺんくらい，そういうととで ，お閑りなんです | 乃は!留情の明瞭化。 ζ の応答
ね。 J につづくクライエントの主な苑
一一一- t間企 1分 40秒一一 一一 | 蓄は ，一般に理解や計画の鮎し
C10 r自分でアルバムだして皆で見て，小さい時，僕が小さい時 | あい ，単純な受容 ，間四の叙慾
_ 5 5_ 
とんな乙とあったんだなあって(笑声) くはめ〉 いろん | などに関するものである。し
なとと言って笑わしていましたが。 J かしC10は 会く別の内容が話
T10 rアルバムぞ (ええ，だし蕊じて〉 はる， J 題になっている。したがって
Cll rそ して今までとっていたのを z自分でアルバムだして ，はっ | 乙の明際化は ，ク ライエント
ていたんですが γ ….J Cはあ) の気持ちと一致していなかっ
一ー 一一部黙 2 5秒一一一一一 | たと考えられる。とのととは
Tll rアルバムぞ整担 しているとき， Cええ) そういうととがあ ICg の「乙の程度でるれ!;!:.. 
ったんですね。」
C12 rええ ，そうですo 相談所の先生も (うん〕 やっぱし子ど
ものお医者さんですか，相談所にも，からだをみてくださる
方がいるでし ょう'?J 






































τ13 r興ってやっても，お母さんが段後に叱られる…… J I 1') 3は感情の明駁化。適滋な
C14 rええ，叱られててしまうんです(笑声)。カメラ買ってなんて| 明際化により，クライエント







って言えば sまた今度買 ってやって ，そんとr相談， 私にも宮
わないで(笑声)(はあ〉 だんだんとそういうように高い I1'14は内容の再陳述。した~
ものを皇室求寸るように なってね， Cは あ 〕 どうしたらよい Ir…買ってくれというので因
のか令と思って ，親が悪いのですから ，C笑声〕 ……J I られるのですね。」とつづけ
T14 rしだいに高価なものを ，買ってくれって……J I ぽ，感情の明iよ際化となる。
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C15 r今まで千円くらいの&のそ買うのに，……(以下不明〕
T15 rはる，……ちょうど 3時になりましたので，玄た他の人がみ I T15 t T16はカウンセリング
えられるので……今度いつ頃つごうがいいですかc J Iの終了ならびに，来週の日時
C16 r来週いつでもいいです。J Iの約束に関する発言であり，






カクンセリングの時間は，一般的には， 5 0:介ないし1時間であるが ，科学的陀導きだされたもので
は念〈経験的に決定されたものである。カウンセリングの時間は ，初回の街援に必いては， r今から~




に友るとカクンセラーの方で， rそれでは時聞に念 Dましたから。 」といってカウンセリ Y グを終了す
る。
カウンセリングを終了する場合，そのカクン七リングで期待した満足左結果が得られ左かったとき，


















るからである。しかしカウンセリンク・の場面は，クライエン トの直後の問題を解決するというよ Pは ，
むしろ問題を解決するためκ自主的κたちむかえるような人聞に成長する場面であると述べた。したが
ってカウンセリング関係の終結は ，ク ライエントが，もう自分でやっていけますとか ，もうカウンセ リ











カウンセリングの評価は ，1) カウンセリングの過程分析から効果を評価するもの， 2) カウンセリ
ングの効呆そのものを直接vc評価するものの2つK大別できる。



































たというのは， r理解 ・洞察 」や「計画の話しあ(/)J VC関する発言が ，ク ライエントのすべての発言の
うち，どの程度の割合を占めた場合かなどという ζとについて ，客観的な基準を示してはい念h。クラ















にかいて述べたようκ，客観的な基準ではない。各事例どとitC，クライエン トの感情ー の方向，対象 ，表
現の時制を調べ，そのよ色dを比較検討し，カウンセリングの効来を評定しなければならな (/)0
次K参考古でκクラ イエン トの態度範ちゅうを述べる。(注41)
- 肯定的限度・…・クライエン トの発言iJi，明らかに帯電足，楽しさ，飽しさ ，気強 ，悩みや心配がな
いとと， ~I背，暖かさ ， 受容 ， 幸福などの感情や態度をあらわしているもの。
そのような感情の対象は ，自己，他人 ，または他の事物にむ、けられる。



































との評定の項目は ，~クライヱントの問題によ D呉走るのは当然であるが ， 最も中心になるのは ， 君主庭














































とのような望ま しい人絡の変容をとげるに必要にして，かつ ，じ申うふ・んなカウンセリ ングの条件




カウ ンセリングの技術では， クライエン トの望ましい人格の変容会いっそう促進するために ，カウ
ンセラーの基本的態度を適確に表現し ，クラィ エン トに効果的に伝達する技術をまとめて記述しである。
カワンセラーの基本的な治君主的態度を重姿視する立場からすれば， クライエントを価値ある人間として
受容し，積極的に尊重し，しかも共感的に理解しようとする態度を伝達する技術治鞍心的な櫛持となり
これには， 沈黙 ・簡単な受容 ・内平等の再陳述・感情の明際化などがある。これらの核心的な技術が効果
的に用いられるための補助的な抄術として ，いろいろな周辺的技術がある。こ こでは以上の諸技術につ
いて実践例に基づいて具体的に記述してある。
カウンセリングの過程とその評価では ，クライ エントの望ま しい人格の変容にともなうカクンセリ
ングの過程には ，一定の順序で生起する特質的ないくつかの段階(鳥暗の叙述，否定的感情の表現→理
解と澗察 ，肯定的感情と自己桐察→計画の話しあい ，積極的行動)があるが，すべての事例のカウンセ
リング過程は ，必ずこの過程を順序正しくたどるというこ とではないこ とを具体的挙例に基づいて記述






























ともに研究協議し ，ともに経験的事実をわかちあった所員は梁取 威，小川敏迫，堺 嘉治の 5名であ
る。なお， 1 カウンセ リングとはどのようなものか， n カウンセリングの理論， v むすびの原稿














村に居住する人々からの申し込みが多かったが，本年度は ，糸魚川 ・高田市・直、江津市・十日町市 ・村
上市などから申し込みがあって， その相談に応じた。
教育相談のためにこられる人々は，ケースによって異なるが ，1ケースについて大体 1- 3名である。
というのは 3年長の子ども，子どもの保護者 ・担任教師などが単独で来談される場合 ，子どもとその保
護者に担任教師が同行して来談される場合などがあるからである。
本年度教育相談に来談された方の延人数は， 1 3 7 2名である。このうち大部分の人々が短期あるい
は長期間にわたって継続的な相談を受けた人々である。
教育相談の申し込みケース数および延来談者数を，昨年度と比較すれば，申し込みケース数では約1
5.6% ，延来談者救では 21. 6 %それぞれ増加している。
2 教育相談上の取り扱い
教育相談を笑砲した一応の結果を，便宜的にわげてみると，次のとおりである。
1 ) 主として受理面接 ・紛介をしたケース 1 1 6ケース
教育相談では ，初田の面接を受理面接といい， 子どもの教育上の問題とその内容を確かめながら ，教
育相談のしくみを伝達し ，ラボートを深めるために行なう。 この受理面接において，希望があれば各種




紹介したなどのケースである。また，受理面談後力ウ ンセ リングを5回以上実施しない間に ，相談をう
けている人の希望で相談が一応終了したケースも含めてある。
(カヲンセリングを 5回以上笑脳したケースをわげるのは， 一応 ，カウンセリング的接触の効果がある
と考えるからである。)
2 ) 主として心理主主法乞笑処したケース 4 2ケース
ここに含めるケースは，受理面接後子どもやその保護者に対して 5回以上カウンセリングや遊戯除法
を実臨したケースである。カワンセタングは，クライエントセンタードの立場に基づいて笑読liしている。
集団カヲンセリングおよび集回遊戯i訟法を 2グループ 1 6ケースに笑施しているか， 一部重複する
ので， 上記 42ケースには含めない。
3 ) その他(教育柏説研究 ・学校カウンセリ ング・ 特殊教育 ・生活指導など〉 6 4ケース
非行や不良行為をしめす児誌 ・生徒，情緒障害児童 ・生徒，精神薄弱児童・生徒のために ，学校の要
望に応じて，出張相談を笑砲したが，すべての学校の要望に応じきれないのカ嘆情であった。
なお，教育相談に関係する諸科学について ，小・中・高等学校・大学・その他から教J隊員および学生
が ，そtt.ぞれ具体的な教育研究実践上の問題をも って， 熱心に研究のために訪れてζ られた。
県内の小 -中 高ー等学校においては，しだいに，学校教育相談あるいは学校カウンセリングがもたれ
カウンセ ラーを置き面接相談室を設置する機還が高まりつ Lある。 とのため ，カ ウンセリングに関して
研究実践される制球員が多くなった。
3 教育相談の内容
教育相談上の取り扱い 1) 2)のケースについて .i9J民 ・児童 ・生徒別，月別 ，栢ぺの延笑Mi2回数
などをまとめると，第2表となる。
(第2表) 教育相援のケース数と延笑路回数
子-----どーも---ー ~月、~ 4 I 5 ι 7 B ? 10 11 12. 1 2 3 計-
家芋L ケース数 。。。1 工 2 2 お 。。。.a 10 
j;}J 主幼 57 
るJ尼 延回数 。C 。 1 5 11 ヲ 5 5 日 。 2 34 
国 ケース数 3 1 z γ 4 8 6 7 2 4 2 l 47 
児 330 
児 延回数 9 10 ι 26 17 31 51 32 28 25 33 28 296 
イ民 ケース数 2 ~ 
1 z 。4 工 3 l l z 5 18 38 
児 年 延回数 ι B 5 B 10 2 5 5 4 7 12 26 98 
中 ケース数
学
。。l 。3 3 l 1 エ 。 74 z 16 28 
竿 延回数 日 2 3 4 5 B 11 2 5 5 5 21 67 
214 
童 高 ケース数 。l 。1 2 z 。。。。l 1 8 
学
!<f 延回数 日 5 。 5 7 12 14 4 。!。 1 5 49 
- 65ー
玉吉トと 4 5 ι 7 B 9 10 11 12 1 2 3 計
中 ケース数 。l 4 1 。l l 3 l l 。9 22 
生 学
生 延回数 。。? 6 5 6 5 8 も 口 ? 52 
『昆 ケース数 。。。l 。。l l l 。。l 5 
徒 校
生 延回数 。。。4 1 1 2 5 5 。日 1 1 5 
月 ~Iケース数 5 4 9 II 14， 17 
計
14 15 6 ? 8 49 158 
)'j別延数 15 24 23 54 46 71 95 59 49 36 49 ?口 6 1 1 
次に ，子とあのもつ問題別 ・性別についてまとめると，第5表となる。
(!fO 表) ケースにおける教育相談の内容
hマミご三ども *11 兇 小学生 中学生 高校生 計
同題 ~芝11 :!1s子 女子 弟子 女子 男子 女子 男子 女子
知能学業に闘する問題 11 10 21 ι 5 1 。。 52 
性格行動に関する問題 7 5 25 5 8 。 。 49 
進路適性に関する問題 4 5 5 1 5 1 1 。 18 
精神身体的健康に関する問題 6 6 4 3 5 1 2 1 28 
しつけ， 教育に関する問題 5 2 4 2 。。。。 11 
性 7JI 計 3 1 26 59 15 1 9 5 4 
計 158 








問題別にみると ，知能学業と性格行動に関する問題が最も多く， それぞれ 32.9%，31.0%で<t
次に精神身体的健康に関する問題が 17. 7 % ，進路適性に関する問題が 11. 4 % ，しつげや教育-A
関する問題が7.0 %であった。具体的な子どもの問題症状については ，研究紀要第 39集(196 
会参照されたい。








知能学業に問する問題 2 3 。 。 1 。 。 7 
性格行動に関する問題 3 4 8 2 2 。 。 。 1 9 
進路適性に関する問題 日 。 。 日 目 。 。 。 。
精神身体的健康に関する問題 4 5 2 日 5 。 1 。 13 
しつり，教育に関する問題 1 1 1 。 。 。 。。 5 
性 ]jlj 計 1日 ? 14 2 5 1 1 日
計 42 
総 計 1 9 1 6 6 
次に ，第 A表のそれぞれの問題別ケース数を第 3~実に記してある問題別のク ース数?で 一除し，その百
子率を治療移行率と仮称することにする。この治療移行率は，子どもやその保護者の切実な悩みの程度
















『そ項=ご一目一~一¥と子ど1も1 幼児 小学生 中学生 高校生 計
男子女子 弟子女子 男子女子 男子女子
極めて好転したもの 5 5 5 。 5 1 日 。 1 7 
や L好転したもの 5 5 5 2 1 。 1 。 1 3 
悪化しないもの 1 。 1 。 。 E 。 。 2 
匙絡のないもの 。 。 1 。 口 。 。 2 
性 ，l51J 計 7 日 1 0 2 5 1 1 。
計 34 
総 計 15 1 2 6 
(注) 第 5 表での「や ~J も「極めて」 も，本人 ・ 保護者・担任教師などからの報告や伝言に基づ
くものである。
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